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令和 4 年 12 月定例会　はえばる議会だより 220 号　 ●2

令
和
３
年
度
決
算

令和3年度決算認定は、議員改選に伴い継続審査を行い12月定例会において意見を
付け、5会計すべて認定しました。また、条例2件、補正予算3件、一部事務組合規約変
更1件を可決、町監査委員、選挙管理委員の人事を全会一致で同意しました。

一般会計歳出　　   175億9355万円
特別・企業会計歳出 　 61億2800万円

令和３年度　一般会計
町民１人あたり約43万5千円使いました。

12月
定例会

今後の行政運営に活かすよう

1 件の意見を付して認定

（認定第1号）町道10号線道路改良事業について

早期の事業完了を目指し、事業期間を延長しないよう努めること。

会　計 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額

一般会計  179 億 5745 万円  175 億 9355 万円  3 億 6390 万円

特別会計
国 民 健 康 保 険  43 億 954 万円  42 億 6477 万円 4477 万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業  3 億 2997 万円  3 億 2925 万円 72 万円
土 地 区 画 整 理 事 業  7 億 616 万円  5 億 6567 万円  1 億 4049 万円

下水道
事業会計

収 益 的 収 入 及 び 支 出  6 億 100 万円  5 億 3998 万円 6102 万円
資 本 的 収 入 及 び 支 出  2 億 5713 万円  4 億 2833 万円 −１億 7120 万円

合　計  62 億 380 万円  61 億 2800 万円 7580 万円

監査委員からの要望事項　（審査期間：7 月 1 日～ 8 月 25 日）
	 【代表監査委員】　稻福　清　【議会選出監査委員】　宮城清政
①事務処理等について
　事務処理等については、はえばるエコセンター管理・運営業務委託料の支払月額に 200 円の差額があった。職員一丸の体制
で事務処理等のミスを防ぐよう要望する。
②沖縄振興特別推進交付金事業（一括交付金）について
　沖縄振興特別推進交付金事業は、引き続き制度の趣旨・目的を踏まえ、効果的な事業を実施されるよう要望する。
③保険給付費の抑制について
　保険給付費は今後も増加していくことが予想される。なお、国民健康保険の財政基盤強化を図るよう前期高齢者財政調整制
度に起因する赤字等については、財政支援措置を引き続き国・県に強く要望されたい。

（審査意見書）

（令和4年3月31日現在人口　4万374人）

(※1) 収益的収入及び支出予算とは、料金収入などの営業活動から得られる収入を収益的収入といい、給与、減価償却、利息など
の必要経費を収益的支出といいます。

(※2) 資本的収入及び支出予算とは、固定資産を取得する財源である国庫補助金、負担金、企業債を資本的収入といい、建設改良
費や企業債の元金償還金を資本的支出といいます。

（43万5千円）

（48万1千円）

（コロナ関連）（コロナ関連）

（庁舎改修等）（庁舎改修等）
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新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業
２億９千２百万余　コロナ対策２７事業を実施

◇地方創生臨時交付金の主な事業

◇一般会計決算の概要

ひとり親世帯に対する生活支援補助事業 2966万円 児童扶養手当受給世帯へ児童一人あたり 3 万円を支給
地域消費促進事業（はえるん商品券） １億2467万円 町民 1 人あたり３千円分の商品券を配布
緊急事態宣言延長に伴う地域産業支援事業 4167万円 １事業所あたり 10 万円の支援金を支給
保育対策事業費補助金 1426万円 新型コロナウイルス感染症対策に要する経費に対する補助金

　前年度に引き続き、令和3年度においても新型コロナウイルス感染症対策を講じることから子育て世帯への臨時
給付や事業者への支援金の給付、消費促進を目的とした商品券配布などを含む一般会計となった。また、課題を
抱える国民健康保険特別会計においては、赤字解消を図るため一般会計から 1億1,286万2 千円を繰り出した。保
険給付費や保健事業費が増加傾向にある中、今後も事業の健全化が図られるよう注視する必要がある。

賛否分かれる
賛否が分かれた議案と討論のあった議案についてお知らせします。
また、全ての議案の賛否は町議会ホームページで公開しております。

一般会計補正予算には地方創生臨時交付金を活用した町民一人当たり3千円の
商品券を配布する ｢価格高騰生活者支援事業補助金｣ が審議され、全会一致で
可決しました。

第４回
臨時会
11月29日

　【
反
対
討
論
】
照
屋 

仁
士

①
今
回
の
よ
う
な
補
助
金
減

額
は
、
過
去
に
例
が
な
い
。

②
納
得
い
く
根
拠
も
示
さ
れ

ず
、
金
額
も
そ
の
根
拠
は

あ
い
ま
い
。

③
社
会
教
育
団
体
へ
の
姿
勢

と
し
て
適
切
で
は
な
い
。

今
回
の
補
助
金
カ
ッ
ト
は
、

私
の
「
政
治
の
原
点
を
否
定

す
る
」
こ
と
に
な
る
為
、
反

対
す
る
。

　【
賛
成
討
論
】
石
垣 

大
志

　
今
決
算
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻

弄
さ
れ
、
全
町
民
が
我
慢
に

耐
え
な
が
ら
努
力
を
続
け
て

き
た
。
本
町
も
緊
急
事
態
に

対
応
し
子
育
て
世
帯
へ
の
給

付
金
、
事
業
者
支
援
金
、
経

済
対
策
で
は
商
品
券
配
布
等

を
実
施
。
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
町
民
生
活
に
密
着

し
た
、
事
業
の
実
施
か
つ
適

正
な
予
算
執
行
が
伺
え
た
。

《町代表監査委員》 　任期：令和8年12月31日
　　翁長　朝常　（字津嘉山）

 《町選挙管理委員》 　任期：令和8年12月31日
　　赤嶺　松男　（字宮平）　　知念　　勤　（字大名）
　　仲里　　博　（字大名）　　仲村渠苗子　（字津嘉山）

◇人 事   全 会 一 致 で 同 意

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席　－：赤嶺奈津江議員は議長のため採決に加わりません

認
定
第
１
号
に
対
す
る

　
　
討
　
論

（議決結果）

（第４回臨時会）
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一般質問
町に考えを聞く

12
月
13
日
（
火
）

12
月
14
日
（
水
）

12
月
15
日
（
木
）

大城雅史

照屋仁士

西銘多紀子

知念富信

金城憲治

伊佐園恵

新垣善之

大宜見洋文

岡崎 晋

大城重太

浦崎みゆき

大城勇太

當眞嗣春

石垣大志

玉城陽平

P4

P5

P5

P6

P6

P7

P7

P8

P8

P9

P9

P10

P10

P11

P11

放置車両の状況について問う（他1問）

放置車両の状況について問う

ＬＲＴ実現を軽便鉄道路線の戦後補償で

部活動指導員と外部指導者の配置は

パークゴルフ場の計画が遅れた理由は

本町の公共交通について（他1問）

交通政策をどう考えるか

黄金森陸上トラックの張替えをせよ

ゴミの減量化を

前回取り上げた農副連携について（他6問）

農福連携技術支援者育成プログラムとは？

物価急騰下、町独自でも町民支援を

多目的広場の整備、管理について（他1問）

多目的広場の整備、管理を

女性対策について（他2問）

子宮頸がんワクチン再開の周知徹底を

本町のインフラ整備について（他2問）

津嘉山区画整理の進捗状況は

国保税の負担軽減について（他2問）

国保税の負担軽減について問う

医療福祉支援について

災害時の医薬品供給体制の確保を

南風原町の自治体DXについて

自治体DXへの機運醸成を

生活をささえる公共交通で利便性を高めよ！
（他3問）

中学校部活動指導員と外部指導者について
（他2問）

黄金森陸上競技場のトラック張り替えをせよ
（他3問）

津嘉山公園パークゴルフ場建設を問う
（他2問）

ゴミの減量化・資源化・排出方法の再度周知を
（他1問）

物価急騰が続く中、町の支援対策を問う
（他2問）

 

一
般
質
問
　
大
城
雅
史

問 放置車両の状況について、津嘉山牛舎近くの町
道 274 号線に数台ある。現状を確認し、対処で
きないか。
 副町長　軽自動車の放置車両を確認しており、今後

注意喚起の貼り紙や定期的なパトロールを実施しなが

ら、所有者情報の調査照会を行い、撤去に向けて取

り組んでいく。

問 放置車両周辺にごみの不法投棄もあ
り、立て看板も見えづらい状況で、それ
を含めて対処できないか。
 まちづくり振興課長　現在、この道路は町道で、

関係機関と連携し看板等の貼り替え等が可能かを

検討し、道路敷地内で可能なところについて、再

度立て看板の設置ができるよう取り組んでいく。

長期間放置された車両

問 放置車両があり、車内に猫を飼っている形跡が
見られる。対処できないか。
 住民環境課長　現在3台、軽自動車の中に数匹の

猫が飼われている。野良猫と思われる猫もいるの

を確認しており今後は、世話をしている方に連絡

を取って、猫の適正な飼養指導に向けて取り組み、

またその後の協議に向けて対応していきたいと考

える。

・南風原町体育館建設について問う

大お
お
し
ろ城　
雅ま
さ
ふ
み史 

議
員

放置車両の状況に
ついて問う

［答］
撤去に向けて取り
組む

こんな質問もしました
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一
般
質
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照
屋
仁
士
・
西
銘
多
紀
子

照て
る
屋や　
仁ひ
と
士し 

議
員

ＬＲＴ実現を
軽便鉄道路線の
戦後補償で

［答］
考えていない

問 生活をささえる公共交通で利便性を
高めよ。新たな交通網としてＬＲＴ実現
に向けて取組むべきと考えるがどうか。
 町長　検討する。

問 新たな公共交通システムを那覇、南風原、与那
原間で検討されている。那覇市とどう接続するの
かが不可欠、那覇市の計画と、協議がなされてい
るか。
 まちづくり振興課長　那覇市では、域内交通、市

内の交通手段としている。南風原町のこども病院

辺りまでの計画がある。令和 8年度には関係機関

との協議、令和 12年度に整備予定という計画のよ

うである。

那覇市ホームページより

問 那覇との接続が重要になる。一つ私の提案だが、
戦前、戦中には軽便鉄道が実在した。南風原町に
は 2 路線が走っていた。その軽便鉄道路線の再検
討という大義名分で、戦後補償も絡めて求めてい
く、そういった考えはどうか。
 町長　考えていない。

・子育て全力応援を！　
・働きやすい、住みやすい、将来の「南風原市」をめざせ！
・行政の信頼を取りもどせ！

こんな質問もしました

問 中学校部活動指導員と外部指導者の配置につい
て伺う。
 学校教育課長　現在、部活動指導員は、南風原中

学校 2名、南星中学校 2名を配置。外部指導員は、

南風原中学校に 18名、南星中学校に 10名が配置

されている。

問 町民から、部活動の地域移行に取り
組んでほしいという訴えがあったが、本
町では令和 3 年度より既に行っていた。
部活動指導員や、外部指導者への情報が足りてい
ないと思う。町はどう情報発信しているか。
 学校教育課長　保護者や外部指導者等に直接の周

知は行っていない。校長会や教頭会等を通して、

先生方にまず情報発信をし、部活動指導員はどの

ような活用がいいか一緒になって取り組んでいる。

問 部活動指導員と外部指導者の違いは何か。
 学校教育課長　部活動指導員は技術的な指導だけ

ではなく、部活動の顧問として大会等の学校外活

動への引率、指導計画の作成、生徒指導や安全管

理など、また保護者への対応などを行う。外部指

導者は、顧問の教諭と連携し部活動のコーチ等と

して技術的な指導を行う。

・全国で生産量 1 位を誇るヘチマについて
・次のふるさと博覧会に向けて

こんな質問もしました

西に
し
め銘　

多た

き

こ
紀
子 

議
員

部活動指導員
と外部指導者
の配置は

［答］
令和３年度より既に
取り組んでいる

（文部科学省ＨＰより）



QR コードを読み取ることで各議員の質問の様子を見ることができます。
令和 4 年 12 月定例会　はえばる議会だより 220 号　 ●6

一
般
質
問  

知
念
富
信
・
金
城
憲
治

問 本町の交通政策をどのように考えて
いるか。　
 副町長　タクシーチケットの拡充等を検討し、路線バ

スと連結することで既存の公共交通の利用促進にも繋

がるものと考える。

問 県にはモノレールの延線構想があると思う。本
町としてどのように考えているか。
 まちづくり振興課長　県の方でモノレールの構想が計

画されており、本町に関しても新たな公共交通としての

位置づけをされているが、モノレール等についても可能

性がないとは考えていない。

問 交通弱者の方々の足としてコミュニティバス、
もしくはデマンド交通があるが、本町としてはどち
らの方が可能性として考えられるか。
 まちづくり振興課長　コミュニティバスについては、

近隣での状況を見ると、かなり利用率が低いと認識し

ている。デマンド交通に関しては、自分が目的地に行

くまでに乗合でいかないといけない。本町に関しては、

その他の公共交通についても、まずはタクシーチケッ

トの助成の拡充等を図りながら、今後目指すべき公共

交通のあり方について検討する。

問 議員研修において、全国的に議員の報酬が低い
との説明があったが、本町の議員報酬については
妥当であると考えるか。
 副町長　本町の議員報酬については、県内市町村と

比較し低い状況である。そのため見直しに向けて検討

する。

本町の議員報酬は妥当か

金き
ん
じ
ょ
う
城　
憲の
り
は
る治 

議
員

交通政策を
どう考えるか

［答］
タクシーチケットの
拡充を検討する

問 津嘉山公園パークゴルフ場は、当初計画より年
月がたっている。遅れた理由を問う。
 都市整備課長　県の補助金の配分減により、平成

29年度から申請の 3割の配分に留まっており、完

成は令和 7年度の予定である。

問 9ホールを2回まわるコースになって
いるが公認基準に沿った設計になってい
るか。
 都市整備課長　 9ホール合計距離が 500 ｍでパー

33 スコア。パー５は 100 ｍを 1ヶ所入れて 2回

まわりパー 66スコアになり、基準になっている。

問 町民広場の回転広場を撤去して、迂回路を確保
し、駐車場を増設できないか。
 総務課長　役場敷地内の駐車場は約 90 台。町民

広場駐車場は 45台駐車可能だが、回転広場の撤去

を含めて駐車場の増設を考えている。

問 町民広場から JA 側に回れる迂回路を通勤時を
除いて開放できないか。
 副町長　現在混雑時のみ開放している。通り抜け

車輌が増える事から安全面を考慮すると常時開放

は難しいと考える。

・兼城区元業務スーパー横の道路に亀裂があり、
  大変危険な状態である。早急な対策を

役場駐車場の増設を

こんな質問もしました

知ち
ね
ん念　
富と
み
の
ぶ信 

議
員

パークゴルフ場
計画が遅れた
理由は

［答］
県補助金の
配分減による



QR コードを読み取ることで各議員の質問の様子を見ることができます。
令和 4 年 12 月定例会　はえばる議会だより 220 号　 ●●　 令和 4 年 12 月定例会　はえばる議会だより 220 号7

一
般
質
問  

伊
佐
園
恵
・
新
垣
善
之

問 トラックの張替え費用に、ネーミングライツ、
クラウドファンディングを活用する考えはないか。
 都市整備課長　2つの方法、その他手法

も前向きに考えている。

問 コロナ禍で、学校によってオンライン授業が進
んでいなかったが、PC 支援員の常駐が必要と考
えるがどうか。
 学校教育課長　町全体で1名、現体制で対応でき

ると考えている。

問 日本は ICT 教育が大変遅れている。ICT 技術
や知識は子ども達がこれから勉強し、成長してい
く過程において土台となるスキルになる。今後、「情
報」が大学入試の科目となる。国は 1000 億円以
上かけ理工系学部の新設や、創設の方針を固めて
いる。小中学校の先生方が、質問したいときにで
きる状況をつくってほしいがどうか。
 学校教育課長　先生方の時間を確保する為の取り

組を行い、引きつづき一緒に取り組んでいく。

問 交通不安解消の為、後期高齢者へ、月 2000
円（初乗り 500 円× 4 回）タクシーチケットの
配布を実施できないか。
 副町長　検討する。

・さくら猫について

伊い

さ佐　
園そ
の
え恵 

議
員

黄金森陸上トラック
の張替えをせよ

［答］
劣化箇所について
把握している

問 ゴミの埋立最終処分場の寿命が残り
9 年である。ゴミの減量化・資源化に向
けて再度周知してはどうか。
 町長　那覇エコアイランドの埋立て期間は令和

13年度までを予定している。ゴミの減量・資源化

についてＨＰ等で周知していく。

問 リチウム電池等の充電式電池による発火事案が
度々起こっている。店頭回収や廃棄の方法を再度、
周知徹底してはどうか。
 町長　住民環境課窓口のカウンターボックスや大

型量販店の家電コーナーで小型充電式電池の回収

を行っている。その危険性や廃棄方法をＨＰや広

報誌等で周知していく。

燃やさないゴミの再分別

問 南風原北インター、宮城はごろも交差点、国道
329 号キンボシ屋前信号、この周辺は朝夕に交通
が渋滞し、地域住民の交通に支障をきたしている。
特に、よなは第 2 保育園の園児送迎には時間を費
やす。改善策はあるか。
 まちづくり振興課長　南部国道事務所と情報共有

しながら、地域住民の交通安全対策も含めて協議

を進めていく。

新あ
ら
か
き垣　
善よ
し
ゆ
き之 

議
員

ゴミの減量化を

［答］
ＨＰ等で周知する

小中学校にPC支援員の1校1人常駐をせよ

高齢者タクシーチケットについて問う

交通渋滞を解消せよ

こんな質問もしました

劣化により水はけの悪いレーン
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問 障がいを抱えている住民の人数は。
 町長　令和 3年度末で、障害者手帳を所持してい

る方は 2,525 人。

問 農福連携を進めて成果・課題は何か。
 町長　担い手不足や高齢化が進む農業

分野の新たな働き手の確保につながり、

障がい者等の就労や生きがいづくりの場となる。

課題は、マッチング、作業の細分化、単純化、明

確化、作業環境の整備等がある。

問 作業所が実施したいと声を上げるのは、難しい。
農福連携を作業所に周知するのはどこの課か。
 町長　農業者なら、産業振興課、福祉作業所なら民

生部。どちらに来られても、総合事務局を案内する。

問 農福連携技術支援者の育成プログラムがあると
聞いた。詳しく分かるか。
 町長　農福連携技術支

援者の育成は国が実施

しているが、内容は把

握していない。

問 教員の負担軽減策について、本町の取り組みは。
 教育長　令和 3年度より、両中学校において部活

動指導員を配置し、土日における教員の負担軽減

に取り組んでいる。

・本町の公共交通政策について
・来年度施行されるこども基本法について
・他 3 問

一
般
質
問  

大
宜
見
洋
文
・
岡
崎 

晋

教員の負担軽減策の部活地域移行を問う

岡お
か
ざ
き崎　
晋
す
す
む 

議
員

物価急騰下、
町独自でも
町民支援を

［答］
国の支援策を活用し、
支援事業を検討する

問 コロナ禍に加え物価急騰が続く中、
国の支援策だけでは不十分。町独自の支
援も必要でないか。
 町長　国からの交付金状況によるが、関係機関や

団体と相談しながら検討する。

問 交付金で現金や商品券を一律に給付したのは全
国自治体の 3 割だけ。本町も一律給付は止めて、
本当に困っている人達に厚く支援すべきではない
か。
 町長　生活困窮世帯や非課税世帯での線引きはで

きるが、本当に困っているという人達に対しては、

区別が難しい。支援事業として事務的に可能かど

うか検討が必要。

問 町のコンピューター（以下 PC）に侵入し、ロッ
クしたり、個人情報公開で脅す等して身代金を要
求する攻撃に対するランサムウェア対策は十分か。
 企画財政課長　個人情報管理の PC とインター

ネットやメールを利用する PCを分離し、外部か

ら侵入できない、また、不正な通信やウイルスメー

ルを検知する仕組みを構築している。さらに、職

員に対して不審メールへの対応と注意喚起を行っ

ている。

（※）ランサムウェアとは、感染したコンピュータ

をロックしたり、ファイルを暗号化することによっ

て使用不可にしたのち、元に戻すことを引き換え

に「身代金」を要求することです。

身代金要求のランサムウェア（※）対策を問う

こんな質問もしました

（農林水産省ＨＰより）

大お
お
ぎ
み
宜
見　
洋よ
う
ぶ
ん文 

議
員

農福連携
技術支援者育成
プログラムとは？

［答］
国が実施している。
内容は把握していない
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問 町内公園多目的広場の整備、管理を徹底してほ
しいがどうか。
 副町長　定期的に除草作業を実施し、維持管理を

徹底していく。

問 宮城公園・神里ふれあい公園の多目
的広場のバックネットを修繕できないか。
 副町長　2公園ともバックネットに穴

が空いていたので修繕を行う。

問 宮城公園のバックネットはかなり腐食している
が、倒壊の危険性はないか。
 まちづくり振興課長　令和5年度に公園の長寿命

化計画策定を予定、その結果を踏まえて対応したい。

問 宮城公園・神里ふれあい公園の多目的広場を整
地できないか。
 副町長　内野まで芝が張りついているため、剝ぎ

取り等を実施する。

問 多目的広場も定期的なメンテナンスが必要ではないか。
 まちづくり振興課長　今後は内野部分について

は、外野からの芝生の侵入を適正に管理できるよ

う考えていきたい。

神里ふれあい公園 多目的広場

問 宮城公園の駐車場拡充、神里ふれあい公園に駐
車場を整備できないか。
 副町長　宮城公園については、次の全体的な公園

整備計画の中で検討していく。神里ふれあい公園

については、面積 2ヘクタール以内の近隣公園の

ため、駐車場整備は補助事業に該当しないことか

ら厳しいものだと考える。

一
般
質
問  

大
城
重
太
・
浦
崎
み
ゆ
き

大お
お
し
ろ城　
重し
げ
た太 

議
員

多目的広場の
整備、管理を

［答］
維持管理を
徹底していく

公園の駐車場整備を！

浦う
ら
さ
き崎　

み
ゆ
き 

議
員

子宮頸がん
ワクチン再開の
周知徹底を

［答］
ホームページや
町広報紙にて周知

問 子宮頸がん予防ワクチン再開の周知
はどう行ったか。
 町長　ホームページや町広報紙にて周知した。

問 子宮頸がんの定期接種の年齢層と、これまで積
極的勧奨を差し控えていた期間の対象年齢を伺う。
 町長　定期接種は 13 歳～ 16 歳。キャッチアッ

プ（ワクチン勧奨を控えた期間の対象者）は 16歳

～ 25歳の年齢層となる。

問 接種率と反響はどうか。
 町長　10 月末日における本町の接種率は 1.7％

で、特に大きな反響はない。

問 子宮頸がんの対象年齢の人数は。
 町長　定期接種の対象人数は 1,392 人、キャッチ

アップの対象者は 1,726 人、合計で 3,118 人。

問 1.7％という接種率についてどのように考えるか。
 町長　近隣団体との比較では南風原町の方が接種

率は高い。

問 日本では毎年1万人以上が子宮頸がんになり
3,000 人近くが毎年亡くなっている。これは毎日
30 人が子宮頸がんになり、8 人が毎日死亡して
いるという計算となる。ワクチンの重要性と保護
者や本人も理解をしていただく、広報活動にどの
ように取り組むか。
 町長　広報等を強化

し、ワクチンの効果

等も同時に伝え取り

組んでいく。

・公共交通について
・防犯対策について

こんな質問もしました

（厚生労働省HＰより）
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問 国保税の負担軽減について問う。国
保制度改善強化全国大会で「国保加入者
の所得水準が低く、構造的な問題を抱え
ている。これ以上の負担は極めて困難である。」と
いう宣言に町の評価を問う。
 副町長　本大会では、市町村国保は高齢者や低所

得者が多く、医療費が高い等、構造的な問題を抱

えているため、公費投入の拡充を要望している。

問 令和 3 年度の国保決算について問う。

 副町長　実質的な赤字となっており、一般会計か

ら法定外繰り入れをしている。

問 国保への公費投入を 1984 年当時の 45％補助

率に戻すよう、政府に要望せよ。

 副町長　実公費拡充については、本町も地方 6団

体の一員として引き続き要望していく。

問  学校給食法11条は、学校給食の食材費は保護者

が負担するという規定になっているが、自治体が保

護者に補助することを禁止した趣旨ではないこと

が、国会論戦で明らかになった。町の見解を問う。

 教育長　国、県の方も無償化負担軽減という部分

については、市町村も含めていろいろな展開や施

策、それから知恵を働かせていきたいというのは

同じ意見である。基本的には国が解決すべき、デ

ニー知事も施策を練っている。町としても非常に

期待している。

一
般
質
問  

大
城
勇
太
・
當
眞
嗣
春

学校給食の無償化と負担軽減について問う

問 津嘉山区画整理の進捗状況を伺う。
 副町長　事業費ベースで令和３年度末時点で進捗

状況が 81.9％となっている。

問 津嘉山区画整理周辺の信号、横断歩道
は適正か。
 副町長　現場を確認したところ、横断

歩道が設置されていない箇所や、表示が薄れてい

る横断歩道が見受けられた。与那原署へ要請書を

提出していく。

問 クロネコヤマト側の北、南の進行信号機にも右
折信号の設置要請を。
 まちづくり振興課長　ご指摘の場所も要請に向け

て進めていく。

横断歩道のない交差点（ユニオン横）

問 マイナンバーカードの普及で申請書の簡素化が
できないか。
 企画財政課長　今後の実施予定として、行政手続

きのオンライン化、保育所申し込み、児童手当の

現況届、妊娠届出の子育て関係の申請手続き、ま

た転入転出等のワンストップの実施を予定してい

る。

問 マイナンバーカードを活用し物価高騰支援の
3,000 円商品券を電子ポイントへできないか。
 企画財政課長　町内事業者自体がキャッシュレス

の決済に対応できているか課題があり、今後先進

事例を調査研究していく。

大お
お
し
ろ城　
勇ゆ
う
太た 

議
員

津嘉山区画整理
の進捗状況は

［答］
81.9％である

マイナンバーカードで申請の簡素化を

① 年齢構成が高く、医療費水準が高い
・ 65～74歳の割合：国保（３５．６％）、健保組合（２．８％）

・ 一人あたり医療費：国保（３２．５万円）、健保組合（１４．６万円）

② 所得水準が低い
・ 加入者一人当たり平均所得：国保（８３万円）、健保組合（２０２万円（推計））

・ 無所得世帯割合：２３．１％

③ 保険料負担が重い
・加入者一人当たり保険料／加入者一人当たり所得

市町村国保（１０．３％）、健保組合（５．６％） ※健保は本人負担分のみの推計値

④ 保険料（税）の収納率低下
・収納率：平成１１年度 ９１．３８％ → 平成２６年度 ９０．９５％

・最高収納率：９５．２５％（島根県） ・最低収納率：８６．７４％（東京都）

⑤ 一般会計繰入・繰上充用
・市町村による法定外繰入額：約３,８００億円 うち決算補てん等の目的 ：約３,５００億円、
繰上充用額：約９００億円（平成２６年度）

⑥ 財政運営が不安定になるリスクの高い小規模保険者の存在
・１７１６保険者中３０００人未満の小規模保険者 ４７１ （全体の１／４）

⑦ 市町村間の格差
・ 一人あたり医療費の都道府県内格差 最大：2.7倍（北海道） 最小：1.1倍（富山県）

・ 一人あたり所得の都道府県内格差 最大：22.4倍（北海道） 最小：1.2倍（福井県）
・ 一人当たり保険料の都道府県内格差 最大：3.7倍（長野県）※ 最小：1.3倍（長崎県）
※東日本大震災による保険料（税）減免の影響が大きい福島県を除く。

１．年齢構成

２．財政基盤

３．財政の安定性・市町村格差

① 国保に対する財政支援の拡充

② 国保の運営について、財政支援
の拡充等により、国保の財政上の
構造的な問題を解決することとし
た上で、

・ 財政運営を始めとして都道府県

が担うことを基本としつつ、

・ 保険料の賦課徴収、保健事業の

実施等に関する市町村の役割が

積極的に果たされるよう、
都道府県と市町村との適切な役割
分担について検討

③ 低所得者に対する保険料軽減措
置の拡充

市町村国保が抱える構造的な課題と

社会保障制度改革プログラム法における対応の方向性

4-2-

當と
う
ま眞　
嗣つ
ぐ
は
る春 

議
員

国保税の
負担軽減を問う

［答］
公費投入の拡充
を要望している
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一
般
質
問  

石
垣
大
志
・
玉
城
陽
平

問 災害時においては医薬品の供給体制の確保が必
要と考える。那覇市、豊見城市においても事業所
等との協定を締結し、体制を確保している。本町
も必要ではないか。
 町長　医薬品等の確保については、必要と考えて

いる。

問 東日本大震災の際に様々な教訓が
あったと聞いている。被災後の避難所生
活の際、医薬品の支援要請時と、医薬品
の到着時のタイムラグによって、必要な時に必要
な薬がなかったという話も聞いている。医薬品等
に関する事前の供給体制の確保について取り組ん
でほしいがどうか。
 町長　協定締結に向け進めていく。

問 災害時においては医薬品に限らず、医療資材等
においても供給体制の確保が必要と考える。障が
いを抱える方々や医療支援が必要な方々が日常的
に必要な用具や物品等がない状況は命に関わると
考える。ストーマ用装具（※）や吸引器等の医療資
材や医療用品等の供給体制の確保も必要ではない
か。
 町長　医療資材の確保等についても、協定締結に

向け進めていく。

（※）ストーマ用装具とは、人工膀胱や、人工肛門を増

設した際、腹部に作られたストーマから排出された排

出物や分泌物をためる専用の装具のことです。

石い
し
が
き垣　
大た
い
志し 
議
員

災害時の
医薬品供給体制の
確保を

［答］
医薬品等の確保は
必要と考えている

問 自治体 DX への機運醸成を求める。
 町長　全庁的に取り組む必要がある。管理職も含

めて情報共有や研修会を進めていく。

問 行政サービスDXへの町長の思いは。
 町長　DXは避けては通れない。IT と

人とのサービス提供の役割分担が大事。

専門的な部門を設置していけるよう議論して、町

のデジタル化を進める。

問 職員定数の見直しも含めて DX 推進人材を増や
し、推進体制を強化せよ。
 町長　定数見直しも検討する。DXを進めながら

段階的に体制を強化していく。

問 DX 人材の育成環境、採用戦略を整備せよ。
 町長　職員の人材育成に努める。採用も調査研究

していく。

問 デジタル技術の発展の中で職員に必要な資質能
力は何か。　
 町長　高い倫理観、生命・財産を守る視点を持ち、

常に成長しサービスを向上させていくことだ。

問 DX の一環である行政手続きのオンライン化は
いつまでに、どう進むか？
 町長　子育て、介護に関する 26手続きを令和 5年

度より開始できるよう進めている。

手書きからタブレット等での入力へ

問 デジタルデバイド（※）対策を拡大せよ。
 町長　取り組みは必要。研究を進めていく。

（※）デジタルデバイドとは、情報格差のこと。インター

ネットやコンピュータを使える人と使えない人とで生

じる格差。

玉た
ま
き城　
陽よ
う
へ
い平 

議
員

自治体 DX への
機運醸

じょうせい
成を

［答］
全庁的に
取り組む



　
新
型
コ
ロ
ナ
で
青
年
会
の
状
況
は
大
き

く
変
わ
っ
た
。
エ
イ
サ
ー
や
活
動
が
で
き

な
く
な
り
、
現
在
会
員
は
５
名
、
こ
れ
ま

で
は
毎
年
少
な
く
と
も
後
輩
が
青
年
会
に

入
り
、
世
代
交
代
が
あ
っ
た
が
そ
れ
も
今

は
難
し
い
。

　
仕
事
は
介
護
施
設
に
勤
め
て
い
る
。
シ

フ
ト
制
で
十
分
に
活
動
で
き
る
か
は
自
信

が
な
い
。
職
場
で
も
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
、
常
に
感
染
症
と
む
き
あ
っ

て
い
て
、
人
手
は
常
に
足
り
な
い
。

　
少
し
ず
つ
祭
り
や
行
事
が
各
地
で
再
開

し
て
い
る
。
昨
年
末
、
ふ
る
さ
と
博
覧
会

と
国
立
劇
場
公
演
で
「
神
里
の
舞
方
棒
」

に
取
り
組
ん
だ
。
久
し
ぶ
り
に
仲
間
や
О

Ｂ
、
地
謡
の
先
輩
方
と
約
３
ヵ
月
の
練
習

が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
地
域
の
人
た
ち

に
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
思
う
。
私
自
身

も
、
職
場
で
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
舞
方
棒

演
武
を
披
露
し
、
入
居
者
や
同
僚
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
た
。
青
年
会
や
芸
能
を
や
っ

て
き
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
た
。

　
長
い
期
間
、
我
慢
や
自
粛
が
続
い
て
き

た
が
、
今
年
は
行
事
や
祭
り
が
で
き
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
政
や
議
会
に
期
待
す
る
。

　
今
年
の
目
標
は
「
神
里
エ
イ
サ
ー
の
再

開
」
を
す
る
こ
と
。
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
。
コ
ロ
ナ
で
声
か
け
で
き
て
い
な
か
っ

た
若
い
世
代
を
集
め
、
何
よ
り
も
青
年
会

で
地
域
や
南
風
原
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
！

神
里
青
年
会

会
長
　
照て
る
や屋

　
航こ
う

「
エ
イ
サ
ー
再
開
で
盛
り
上
げ
た
い
！
」

表紙の題字・写真をお寄せください
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字と
写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真を
お待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。
議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

  連絡先：議会事務局

  TEL. 889-3097　FAX. 889-4499
E-Mail  H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

編
集
後
記

　
議
会
広
報
委
員
会
の
委
員
６
名

が
交
替
で
担
当
す
る
こ
の
編
集
後

記
。
年
４
回
の
議
会
だ
よ
り
が
発

刊
さ
れ
る
迄
各
々
５
～
６
回
の
編

集
会
議
が
続
く
。
希
望
し
て
今
期

か
ら
委
員
に
な
っ
た
私
自
身
が
改

め
て
認
識
し
た
の
は
、
一
般
質
問

の
原
稿
確
認
の
難
し
さ
。
　
　
　
　
　

　
一
般
質
問
は
議
員
に
と
っ
て
議

会
活
動
の
華
と
も
言
わ
れ
る
。
地

域
や
町
政
の
課
題
、
時
事
問
題
な

ど
を
自
身
の
発
言
時
間
30
分
間
内

で
行
政
側
と
対
峙
し
て
議
論
提
言

す
る
。
各
議
員
は
こ
れ
ら
多
岐
に

亘
る
内
容
を
僅
か
400
字
内
に
自
分

で
ま
と
め
上
げ
る
。
自
身
の
発
言

の
強
調
だ
け
で
な
く
、
行
政
側
の

答
弁
も
正
し
く
伝
え
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
私
達
は
一
般
質
問
以
外
の
紙
面

も
含
め
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り

易
く
、
且
つ
、
偏
り
の
な
い
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
て
い
き
た

い
。

	

　
　 

担
当

：

岡
崎
　
晋

次回定例会の開会予定
３月２日（木）午前10：00

◀左の QR コードを読み
取ることで議会中継
サイトに繋がります。

◀はえばる議会だよりの
　バックナンバー

Ｎ
Ｏ
. 220

沖
縄

県
南

風
原

町
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.tow
n.haebaru.lg.jp/bunya/chogikai/

■
発

行
　

沖
縄

県
南

風
原

町
議

会
　

〒
901-1195　

沖
縄

県
島

尻
郡

南
風

原
町

字
兼

城
686番

地
■

編
集

　
議

会
広

報
常

任
委

員
会

　
TEL（

098）
889-3097　

FA
X（

098）
889-4499

印
刷

／
有

限
会

社
　

ド
リ

ー
ム

印
刷

第１回
臨時会
1月26日

補正予算1件、契約1件の審議を行い
全会一致により可決となりました。

令和4年度一般会計補正予算（第7号）
2億1848万6千円を追加

令和4年度南風原町立小中学校備品購入事業
965万円の売買契約（議会議決700万円以上）

◇出産・子育て応援事業　6849万円
〈内容〉出産育児関連 用品の購入費助成や子育て支援サービ
スの利用負担軽減を図る経済的支援（計 10 万円相当）を一体
として実施する事業。（詳しくは、町 H Ｐをご覧下さい。）

　妊娠時 ： ５万円

　出産後 ： ５万円

◇ふるさと寄付金　1億5000万円
　実績見込みによる増額

議場におけるタブレット等の使用を許可

電子化された資料や電子機器を活用することで議会

審議の一層の充実を図るため、一定の制限を設け、

議員による議場への情報通信機器（タブレット、PC、

スマートフォン、携帯電話）の使用を許可します。

児童生徒及びクラス増に伴う備品購入

（南風原町 HP）


